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( 各 印省略 )

渋沢地 区・霊園工事区域 におけるノス リの営巣放棄の原因究明

及び保護対策の緊急見直 しについて ( 要望)

私 どもは、本年 1月 26日 付けの貴職宛の要望書
「

渋沢地区・霊 園開発地 に

おけるノス リ保護対策の抜本 的拡 充強化につ いて」において、昨年初 めて進入

路の近 くで営巣 した ノス リの繁殖 を今年 も保証す るよ う特別の対策 を求 めま し

た。 幸い貴職か ら
「

特 に繁殖時期 においては特段の配慮 をす る」 との ご理解 を

いただ き、事業者 に対す る一定の ご指導が行 われ ま した。 しか し、残念 なが ら

今期 は営巣放棄 とい う最悪 の重大事態 を招 く結果 とな りま した。

1 市 の 立 ち会 い の も とに放 棄 巣 の現状 把 握

巣 の現状 につ いては 「
巣がな くな ってい る」

「
落巣

。
落下」

「
巣 が な くなっ

てい る」
「

巣の形態 をな していない」
「

営巣で きない状態」
「一部 が欠 けるな ど

形状が変化 している」
……・

等
々

、関係者の
情報 が錯綜 してお りその実態は不 明

です。

一方 、事業者 は
「

ノス リに対す る影響が小 さくなる時期 を待 ってモニタ リン

グの中で巣の状態 を確認す ることを検討 中」 との ことです。

しか し、 6月 中旬 になって も再営巣が認め られず、他所 に営巣 してい るこ と

も確認 で きない とい う状況下で、節度 をもつて 当該営巣 中心域及び営巣木 の調

査・
検証 を行 つて も何 ら問題 はない と考 えます。貴職 におかれ ま しては、事業

者 に対 し、市職員お よび専門家
の立ち会 いの もとに早急 に巣 の正確 な現状把握

を行 うよ う真摯 なご指導 をお願 いいた します。



2 営 巣 放 葉 の原 因 の 究 明

( 1) 一般的にはまず工事 の影響 に よるもの と考 え られ ます。事業者が もつ

とも心配 していた ことも
「

工事に起因す る要因によ り対象猛禽類 の繁殖 に悪影

響が及 んでいる可能性」であ り、その ときには
「

不測 の事態を避 けるため工事

の一時 中止等 の配慮 を行 う」 と再三明言 しています。

( 2) 次 の
原 因 として浮かび上がって くるのは、今回の事例 を含 めて ノス リ

の巣が過去 3回 落下 した り消えて無 くなつた とい う事実 です。

① 2012年 繁殖後に落下 ( 事 業者は強風の影響と推察)

②2015年  2月 9日 、私どもが確認。人為的な破棄の疑いあり

③2016年  3月 9日 、アセス会社が落巣 していることを確認

① と②は長年使われてきた、きわめて安定 した同じ巣 ( 以 下、旧巣と呼びま

す) で す。③は旧巣から約 180メ ー トル離れた今回営巣放葉が確認されたも

のです。 2つ の営巣中心域は重なり合ってお り、その狭い範囲の中で約 3年 半

の間に3回 も巣の「異変」が発生 し営巣放棄が行われたのはきわめて不自然で、

人為的な工作の可能性も排除できません。②については何者かが巣を落下させ

たことが営巣木に残された梯子の傷跡や人の足跡などから疑われるにもかかわ

らず、事業者も行政も問題視 さえしません ( 毎 日新聞2016年年 6月 1日 付

け) 。 ③については、ノス リの大きく頑丈な巣が 1年 もたたない うちに自然に

落下したり、営巣を放葉するほど破損することはほとんどあり得ないことです。

貴職は、平成 26年 1月 24日 の知事宛回答書において「自然環境保全の必

要性が判明した場合は、必要な措置を講 じるよう事業者に対してご指導をお願

いします」と要請 しておられます。これを踏まえて、県とも連携をとった上で

連続 した 「
異変」の人為的な可能性 も含めて厳正な調査・

検証を行 うよう要望

いた します。

その他の原因として、たとぇば、①繁殖期だけでなく通年にわたる工事の影

響 ②採餌場の縮小
。

消失 ③事業者からの報告が口頭で不正確かつ遅い ④国

指針が遵守されていない、⑤繁殖期のみの観察で通年にわたる継続的な観察・

調査体制がとられていない、などが考えられます。
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3 ェ事 計 画 とノス リ保 護 対 策 の 見 直 し

以上、原因 と思われ る個別具体的な問題点をい 〈つかあげま したが、私 ども

は ノス リの営巣放棄 は大局的 には工事計画 と環境保全対策 の破綻 を物語 つてい

ると受 け止めています。 た とえば、事業者の委託 したアセス会社 は次の よ うに

報告 しています。

「
( 猛 禽類 につ いては) 営巣環境 の樹林地が減少す るこ とに対 しての影響 は回

避 できない
。影響の低減措置 として、現存の二次林に近 い樹林 にな るよ う計画

した緑地の整備 と、猛禽類 の採餌場 としての機能 も果たす芝生墓地等の整備 に

よ り、生育環境 を保全す ることで影響 は少 なか らず軽減 され ると評価 され る。」

「
工事 中お よび工事完了後 ま もな くは、生息環境の消失・

減少等の不可避 の影

響が発生す るが、供用開始 10年 が経過す る頃 には、
『

生物 と生物環境 との関

わ り及び生物多様性 に著 しい影響 を及 ぼ さない こと』 とす る 目標 を達成できる

と評価 され る。」 ( 秦 野 市渋 沢地 区の霊 園建設 に係 る 自主的環境 影響予測評価

書 【概要版1)

芝生墓地が猛禽類 の採餌場 にな り、10年後 には生物多様性 が元通 りになる、

この よ うな現実 にはあ り得 ない 「
評価」に基づ いてェ事計画 と環境保全対策 が

立て られ 、それが貴職 によって最終的に是認 され、霊園建設の許 可が下 され ま

した。その結果が ど うなったので しょうか。滅びゆ く、あるいはす でに滅 んだ

す
べ

ての生物 を代表 してノス リはハ
ッキ リロに見える形 で答 えを出 しま した。

貴職 におかれ ま しては、事業者 に対 し客観 的に営巣放葉 の原 因 を究明 し、 こ

れ までの環境保全対策 を根本か ら見直 し、早急 に市・
県に報告す るよ うご指導

くだ さるよ う緊急 に要望いた します。 なお、ェ事計画等 については後 日改めて

要望いた します。

6月 市議会の さなか、ご多忙の ところ誠 に恐縮 ですが、 6月 17日 までに文

書にて ご回答 くだ さるよ うお願 いいた します。

以 上

〈連絡先〉 〒 257‐ 0013 秦野市
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小 日向 彰  電話 81- 5476( FAX兼 用 )
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